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これまで、道教委では、「オール北海道で目指す目標」第１～４期として、北海道の子どもたちの

学力の現状を踏まえ重点的に取り組む領域や学習内容等を設定してきました（図１）。

各学校では、この「オール北海道で目指す目標」を踏まえ、日常の授業改善や放課後の補充指導な

どを行ってきました（図２）。

こうした取組をはじめ学校での継続的な取組の結果、全国や上位県である秋田県の平均正答率を上

回る学校も増えてきました。一方、依然として平均正答率が全国・全道を大きく下回る学校や「正答

数の少ない子ども」の比率が高い学校もあります。

「オール北海道で目指す目標」第５期については、子どもたちの実態や学校の取組に差がみられる

ことや、各学校における成果や課題が明らかになってきていることなども踏まえ、学校固有の課題の

解決に積極的に取り組んでいただけるよう、学校ごとに「私の学校の第５期」を設定していただくこ

ととしました（図３）。
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各種データで検証取り組んできた領域等

第５期は、各学校で①～④を設定します。
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◎全国学力・学習状況調査のＡ問題や同一・類似問題で改善傾向
【具体的な取組】
○日常の授業改善
○放課後や長期休業中の補充指導を実施
○継続的な宿題

○定着状況を確認し、再度指導
○期間をおいて、繰り返し指導
○チャレンジテストの結果の分析

（例：算数）
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